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球面天文通俗講話（6）

上　　田 穰

日出及日没附A及び遊星の出浸

　日出日浸の時刻が一年rp　一定のものではなくて季節によって攣化するもので

あり．叉同じ時期でも場所が異なるE著しい差蓮のあるこεは既に述べた通り

であるが．ここで少しく細かしいお話しを試みて見たいミ考へる。

　それは暦面に記載してある日出或は日浸の時刻ε我々が實際に太陽の出現を

認める時刻電は必ずしも同時刻ではないかも知れないこεである。今我々が一

般に本：暦ミ稔へてるるミころの紳国母部署碩行の暦を開いて見るε第一頁の

説明欄に日ノ出入ミいふ表題の下に「日ノ上邊ノ東京天文皇二世ケル地李線

ノ上二見ユル時刻」ざ出てみる。そして爾ほ後の方に「日黒月ノ出入ノ計算二

野スル地響屈折ノ常数二・・三十五分八秒ラ探ル東京天文豪ノ海面上ノ高サバ算

入セズ」ε捌♪てある。この説明文中の地勢屈折（HorizOntal　refractio・ユ・H・ri－

zontala　r資rakto）ミいふの1ま今．問題外に置い「＝宜しいのであるが一寸設明する

ミこうである。我々の三ってるる地球は御承知の通り室町の暦で包まれてるる

ので　るが．その察氣は段々上層にゆくに從って薄く一一稀薄になっていって

みるこεは想像に難くない筈である。この様な里芋暦のある結果ミして外から

來る光りが一々上方に浮き上がる平な影響を與へて．草筆は星なり太陽なりが

ある高さにしか居らないのに圖で見る檬に矢の方向で示す様にやk上方にある

　　　　　　　　　　　　　　　　　様に見えるのである。それで實際をる
　　　　　　　　　　　　　，，ρ　茄ε見掛け上高購える方向コよい

　　　　　　　／〆欝議認知

　　　　　　　o
の時の様に地李下にある頃が一・番この

角の差が大きいのであるしそしてやが

て三十五分堕ち約牟度もあるので丁度

太陽の尺径し以上の差があるミいふも

のである。只計算に都合のわるいこミはその時分の温度によって違1し、氣塵

や其他のものによっても髪るものであるから．先づ李均の値ミして三十五分八

秒εいふのを探用して計算しナこのであるミいふこεを断ってあるのである。

　地李屈折のこεは先づそれでよいミして．今薮でお話しようεいふのは海面

上の高さについてである。既に前に述べた襟に地李線εは李坦な大地がその地
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鮎から四方にひろがってみる如く考へて宜しいのであるが故に、その地面上

（師ち海面の高きε同じ）に眼を置いた時には覗界はこの地一線によって遮ぎら

れるけれさも一度立ち上って四方を眺めるならば地一線場下も見るこεが出町

るεいふこεは圖によって容易に知るこεが出來る筈である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若し視界の限界εいふ様な意味合
　　　　　　　　　o

地

丁

ひから地ZF線を見るεすれば、撃墜

上の地理線は圖中OTで示す様に観

測者の眼0から地球表面に引いた接

線で定められる課柄である。これは

天ミ地が合する方向であり．海上で

いへば水天彷彿する際涯を示すもの

である。この地李線を英語ではVisible　Horizonε略するがこれを或ろ書物等

には現視地李ミ謬してあるが如何なものであらうか。「現視」εいふ熟語も随

分風愛りなもので現に見えてみるεか現在見てみるεかいふ意味を表はしナこも

のであらうけれさも「幻覗」なさいふ既に前からある言葉ε紛れないものでもな

くs又一方ではVisual　lineεいふ言葉を現視線なさ・課してみる關係上下り感

心しtこ文字の様にも思はれない。一暦あっさり覗界線（Visible　h・riz・n，　Vide－

bla　horizonto）ε構へては如何なものであらう。このVisible　hOrizonに解して

前述べた地平をRational　horizonε構へる。叉干る書物には特にSensible　ho－

rizonミ構へてこのSensible　horizonに李行で地球の中心を通るミころの地心

地李（Rational　horizon，　Racia　horizento）ε匠別するものもある。名前は兎も角

ミして！輩に理想的な地：雫ε實際問題に關する覗界線KSは：角度をなしてみる澤で

この角を地2罪鰭角（Dip　of　horizon，　Kllindirekto　de　horizonto）ε樗する。この

：角度は船艦な汐で天艦観測をする時分に是非知らねばならぬもので畢寛は海面

上に浮ぶ船の高さによって異なるものである。

　さてこんな風にして硯界線ε地李εいふものを宮門するεいふε多くの観測

者の眼はいつれ地李より高いεころにある繹で．海上を往罰する人々にしても

何メートル叉は十何メートルミいふ程海面上にあるから．響く極端な場合をの

ぞいては一一eeに地勢ε硯界εは一i致せす．實際太陽を望み見ながら暦面上に謂

ふ日出ではないεいふ矛盾しテここεになるのである。この事は坦々ナこる大頭野

にあって日出．日浸を見てみる時か．叉大海原で日出浸を眺める時の話であり

或は叉高山で所謂御來光を鐸むεきも同じ様なひ三が申される澤である。さり

ながら四方山に潜まれてみる土地である時には暦面上にいふ日出浸は逡に見る

こ言は出來ない筈で．山の端に初めて太陽が顔を出しナこ時を日出ミ稔へ．叉太

陽が一肩に姿を浸して終ったεきを日浸ε樗へるこεであらう。さういふこε

になれば．山の高いミころから日が昇る時には日出がをそくなる課であらうし
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叉低い脊から出る場合には割に早く日が出るεいふこεになる。日浸の場合に

はこれε反封に早く浸し響く浸するこySである。これが都會生活者にして見れ

ば．太陽が屋根瓦から出て屋根瓦に浸するEいふ課で．かう思ひまわせば一部

の人が思ってみる襟に日出日浸の時刻について分秒を八ケ間敷く云ふ問題では

ないこEが知られるのである。それで只日出日浸の標準時刻を知らせるごいふ

意味で地ZF線に現はれ又浸する時を以て日出日月E名付けてみる次第である。

禽太陽の上邊が地ZF線上へ來ナこ時を二二ミ刺する代りに太陽の中心が來た時で

も宜しかるべく．叉全野が丁度地ZF線上へ昇り來つた時を日出εいひ或は太陽

の下野が地李に接するεきを日浸ε稻へてもいΣ様に思はれるのであるが、其

の通りであって必ずしも何れを探らねばならぬεいふこεはない筈である。只

後にお話しする筈である薄明現象の結果εして日出前野に相當あかるく、日浸

後εいへさも矢張り可なり明かるいのであるから．太陽が全部地準」二に現はれ

た時刻よりも上野iが地Zi宝に達しナこ時を日出ミするのがいく分都合が良いごいふ

位の程度である。

　全く同じこミであるが月の出入の場合には月の中心黒占が地響に遽しte時を以

1てその時刻ミ定めてある。しかしこれも一つの方便であって太陽の理系はその

上上を以て目安ミなし、月の出入にはその中心を以て目標εするが宜しいεい

ふ格別な門門はない筈である。丁目の上層を目標ミすれば、月には盈虚がある

ために上邊は地卒線まで來ても月の光った部分はまだ地畔に達しないこεかあ

るであらう。そんなこεを顧慮するならば上平を探らすに中心を目標εするこ

εに何等かの意味がある様に考へられるけれさも．前述べた如くその時刻に初

めて月の姿を見る課ではないこミを思へば敦れに團扇を墓けてよいかに困るで

あらう。現に英暦．附帯な魯に掲げてある各地の月出入表には月の上弓が地卒

に來る時刻を竹野てあるのである。然し計算の手撒から云へば中心を目安にす

る方が飴程少くて憎むεいふこSも知ってみねばならぬこεである。

　爾ほ遊星の出没について申して見ようならば、太陽や月なさに比べて見掛け

の大さは小さいものであるし、又光りも弱いのであるからその出浸の時刻ミし

ては中心が旧卒線に來ナこH寺を採用すれば先づ間違ひないミころでそれについて

は何も問題はないのである。只話しミいふのは英國天文協會で版行してみる

「観測者必携」（B・A・A．Observer’s　Handbook）の初年版一九二二年のものに

は量に遊星の出没の圖表丈を載せfcものであるがその後の版には遊星が十度の

高さに來る時刻の表をも載せるこεになつナこのである．この事は見ように依っ

ては．遊星の掌理の場合に地響線の代りに十度の高さを標準にεつナこものであ

るε見て見られぬこsはないかも知れない。從って小出浸εいふ言葉丈で如何

なる内容をもつてみるかεいふごミを察するこt’一は出來ぬのである、

　　　　　　　　×　　　　　　　　　×　　　　　　　　　×


